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2.ステップ用膝継手 

・関連する先行研究 

 平成 21 年度 障害者自立支援機器等研究開発プロジェクト（同グループ） 

        研究代表者名 長縄正裕 

・この開発の経緯 

 昨年度、同グループがフィールドテストを含め、試作機器の研究を行ったが、実用化には至ら

なかった。開発成果としてクロスカントリースキー、スノーボード、バドミントン、テニスなど

で使用され、既存の膝継手よりも開発機器の機能が良いと評価された。またトップアスリートの

競技において、クロスカントリースキーでは、国内外の大きな競技大会で成果を残し、国内最大

の競技大会ジャパンパラリンピックでは二つの種目で優勝を果たした。 

・機器の構造、作動原理 

 機器は競技に耐えられる強度があり、かつ軽量が望ましいため、主要構造部品にアルミ合金を

使用している。操作する部分は競技や服の上などからも操作し易いようデザインされ、噛み込み

やエッジなどが無いよう使用者に配慮している。 

 作動原理は、操作部であるロック解除ボタンを押すことでロックが解除され、膝屈曲角度 20 度

毎に段階的にロックするしくみとなっている（図 1、2）。任意の段階角度で衝撃吸収機構が働き、

荷重時に膝軸とは別の軸で屈曲、ダンパを圧縮することで衝撃を吸収できる（図 3）。 

 

 
図 2 内部構造 

 

         
 

   図 2 ロック時 左から 0度、20 度、100 度（最大）     図 3 衝撃吸収時 

 

・準備状況 

 これまでに、3 次試作（図 4）までを行い、フィールドテストで実績を挙げてきた（図 5）。昨

年度は全国におけるフィールド試験において使用上の安全性、耐久性が確認され、現在も実地試

験を継続している。 

 




